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高温で新規機能を発揮する機械受容チャネル変異体を開発	

機械受容チャネルMscLの温度感受性変異体	
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研究の概要

大腸菌の機械受容チャネルMscLは開口すると直径4nmもの大きなイオン透過孔が開くので
分子ナノバルブとしての開発が期待されている。このような大きな構造変化が可能でありな

がらも構造的な統合性も維持できるのは、MscLのどの部位のどのような構造に起因するか
を調べた。その結果、膜貫通部位で細胞膜に接するαヘリックスあるいは細胞質で束になっ
ているαヘリックスに変異を入れると、高温で細胞の生育阻害を引き起こすという機能を発
揮することが分かった。	

TM1	

TM2	

N末端領域 
(S1)	 C末端領域 

(S3)	

ペリプラズミックループ 

-Expression +Expression

25ºC

42ºC

25ºC

42ºC

WT

Mutant
R8L

G22P, G22S
I25M

L86P

I92T
I96T

N103I

D127V

R8L

G22P
G22S

I25M L86P

I92T
I96T

N103I

D127V

A B C

図１　MscLのサブユニットの構造（左）と5量体となった分子全体像の模式図（中央）。今回の研究の最初
のスクリーンで得られた温度感受性変異体（右）。	


